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portati ; mdusium parvum, ad maturitatem cadens. 

Holotypus lectus a N. S. Jamir sub numero 6691 A ad locum Kohima, Nagaland, 
India et positus in CAL. 

Isotypus 6691 B et C positus in North-Eastern Hill University, Shillong (NEHU) 
paratypi N. S. Jamir 6469， 6524 ad locum Wokha, Nagaland (NEHU) • 

Specimens examined : Jamir 6523, 6524 Wokha (Wokha dist., 1314 m) ; 6470 
Zunheboto (Zunheboto dist., 1875 m). 

Ecology : Frequent in moist and shady places in dense forest. 

Fertile: July-February. 

Distribution : Nagaland. 

The specific epithet birii is coined after Prof. S. S. Bir, who is a renowned 
pteridologist of the country. 


We are thankful to the Director, Botanical Survey ot India for extending 
Herbarium and Library facilities. Thanks are also due to Dr. N. C. Majumdar ， 
Botanical Survey of India, Howrah for providing Latin diag nosis. 


インド Nagaland 産のシダ（オシダ科）の一新種 Polystichum birii N. S. Jamir 
et R. R. Rao を報告した。 


□第 3 回国際菌学会議昭和46年のイギリスのヱクゼター，昭和52年のアメリカのタン 
パに次いで，昭和58年8月28日より9月3日まで東京新宿にある京王プラザ国際ホテル 
で催された。これとは別に採集会が本会議前に3日間日光で，会期中2日間房州清澄山 
で，会期後3日間富士山麓で行われた。今回の会議の総経費は12,000,000円で，これを集 
めるのは容易なことではなかった。数ケ月経た今日でも幹事は帖尻を合わせるのに苦辛 
している，総参加者は1，000名を越えた。 ポスターセッション 参加者720名， シンポ ジウ 
ムでの講演者361名という多数にのぼった。しかし，物価高にも拘らず各国より参加し 
た外国人に比べて，日本人の参加者，殊に婦人の出席は極めて少なかった。 

考えて見ると，研究の歴史の古いイギリスや多くの研究者とよい環境に恵まれたアメ 
リカに次いで，我国で第3回目の会議を開くことができたのは真に喜ばしいことである。 
なお，今回は国の補助を全然受けずに遂行できたことは，それ相当の理由があったにせ 
よ，よくやったと思う。 （小林義雄） 
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